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突
然
で
す
が
、
皆
さ
ま

は
正
し
い
靴
の
履
き
方
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
毎

年
２
月
１０
日
を
「
フ
ッ
ト

ケ
ア
の
日
」
と
制
定
し
、

各
地
で
市
民
向
け
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
私
も
数
年
前
、
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、
初
め

て
正
し
い
靴
の
履
き
方
を

学
び
ま
し
た
。
日
本
で
は

元
来
、
「
草
履
や
下
駄
」
を
履

い
て
い
た
習
性
で
、
つ
ま
先
を

「
ト
ン
ト
ン
」
す
る
人
が
多

く
、
私
も
物
心
つ
く
前
か
ら
、

無
意
識
に
「
つ
ま
先
ト
ン
ト

ン
」
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
間
違
い
！　
足
に
も
靴
に

も
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

　
正
し
い
靴
の
履
き
方
は
「
か

か
と
ト
ン
ト
ン
」
で
す
。
自
分

の
足
に
ピ
ッ
タ
リ
合
っ
た
靴
で

（
大
き
い
サ
イ
ズ
の
靴
な
ど
は

Ｎ
Ｇ
）
、
「
か
か
と
ト
ン

ト
ン
」
し
て
、
靴
ひ
も
や

マ
ジ
ッ
ク
テ
ー
プ
で
ギ
ュ

ッ
と
締
め
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
さ
れ
る
こ
と
で
、

足
が
前
後
に
動
い
た
り
す

る
こ
と
が
な
く
な
り
ま

す
。
足
が
靴
の
中
で
動
い

て
し
ま
う
と
、
足
指
の
変

形
や
外
反
母ぼ

趾し

、
う
お
の

め
、
巻
き
爪
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
生
じ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
一
日
も
長
く
歩

き
つ
づ
け
る
た
め
に
、
正
し
く

靴
を
履
く
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。
②
へ
続
く
。
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モ
ザ
イ
ク
や
黄
化
、
よ
じ
れ
な

ど
の
症
状
を
示
し
、
生
育
不
良

と
な
る
。
本
病
の
症
状
は
縞し

ま

萎

縮
病
と
似
た
点
が
多
く
判
別
が

難
し
い
が
、
６
月
中
旬
ま
で
黄

化
症
状
が
認
め
ら
れ
る
の
が
本

病
の
特
徴
で
あ
る
。

　
本
病
は
登
録
薬
剤
が
な
く
、

耕
種
的
な
対
策
が
重
要
で
あ

る
。
連
作
や
短
期
輪
作
を
避
け

る
こ
と
、
適
期
播
種
が
対
策
と

な
る
。

　
ま
た
、
発
生
地
域
あ
る
い
は

発
生
圃
場
を
拡
大
さ
せ
な
い
た

め
に
、
早
期
発
見
に
努
め
、
他

の
土
壌
病
害
と
同
様
に
作
業
機

に
付
着
し
た
発
生
圃
場
の
土
壌

を
他
の
圃
場
に
移
動
さ
せ
な
い

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
２１
年
は
、
上
川
地
方
を
中
心

に
春
ま
き
小
麦
で
ム
ギ
キ
モ
グ

リ
バ
エ
に
よ
る
被
害
が
多
発
し

た
。

　
本
種
の
被
害
は
、
加
害
時
期

よ
っ
て
異
な
り
、
早
い
順
に
、

抽
出
中
の
新
葉
が
枯
死
す
る

「
茎
芯
枯
れ
」
、
出
穂
が
停
止

　
２０
年
に
発
生
が
確
認
さ
れ
た

ホ
モ
プ
シ
ス
根
腐
病
は
、
２１
年

に
は
発
生
地
域
が
拡
大
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
道

の
周
辺
株
を
す
み
や
か
に
抜
き

取
り
、
圃
場
外
で
適
切
に
処
分

す
る
。
登
録
の
あ
る
土
壌
表
面

散
布
剤
や
灌か

ん
ち
ゅ
う注
剤
に
よ
る
防
除

を
行
う
。
種
根
茎
の
温
湯
消
毒

（
５１
・
５
度
、
１０
分
）
な
ど
で

あ
る
。

　
ま
た
、
道
内
で
栽
培
が
増
え

て
き
て
い
る
カ
ン
シ
ョ
（
サ
ツ

マ
イ
モ
）
で
は
、
全
国
的
に
問

題
と
な
っ
て
い
る
基
腐
病
の
発

生
が
確
認
さ
れ
た
。
対
策
と
し

て
発
生
株
お
よ
び
そ
の
周
辺
株

を
抜
き
取
り
、
圃
場
外
で
適
切

に
処
分
す
る
。
圃
場
内
で
の
拡

大
を
防
ぐ
た
め
、
登
録
の
あ
る

薬
剤
の
茎
葉
散
布
を
行
う
な
ど

で
あ
る
。

　
根
茎
腐
敗
病
、
基
腐
病
の
い

ず
れ
と
も
汚
染
種
苗
や
土
壌
の

移
動
に
よ
り
侵
入
し
た
と
考
え

ら
れ
、
最
も
大
切
な
対
策
は

「
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
」
で
あ

る
。
健
全
種
苗
を
用
い
る
こ

と
、
連
作
を
避
け
、
発
生
圃
場

で
シ
ョ
ウ
ガ
や
カ
ン
シ
ョ
を
再

び
栽
培
す
る
場
合
は
土
壌
消
毒

を
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
２０
～
２１
年
に
か
け
て
、
こ
れ

ま
で
北
海
道
で
発
生
し
て
い
な

か
っ
た
野
菜
の
土
壌
病
害
が
次

々
と
発
生
し
た
。

細根に入れ墨様の細根に入れ墨様の
症状症状（小澤原図）（小澤原図）

ホモプシス根腐病、
メロン（小松原図）

細根の表皮内に０細根の表皮内に０..１１
㍉未満の黒点㍉未満の黒点（長濱（長濱
原図）原図）

スイカ炭腐病
（長濱原図）

カンショの基腐病。根元が
黒変して腐敗（長濱原図）

シ
ョ
ウ
ガ
の
根
茎
腐
敗

病
。
地
際
部
が
水
浸
状

に
褐
変
（
小
松
原
図
）

内
で
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。ス

イ
カ
炭
腐
病
を
確
認

　
ま
た
、
２１
年
に
は
ス
イ
カ
炭

腐
病
の
発
生
が
初
め
て
確
認
さ

れ
た
。
本
病
は
収
穫
直
前
に
株

が
急
激
に
枯
れ
上
が
る
病
害

で
、
根
の
表
皮
が
黒
く
変
色
し

て
見
え
る
症
状
が
特
徴
で
あ

る
。
ウ
リ
科
、
マ
メ
科
、
キ
ク

科
、
ヒ
ル
ガ
オ
科
な
ど
多
く
の

作
物
に
感
染
す
る
の
で
、
発
生

に
伴
っ
て
他
作
物
へ
転
換
す
る

場
合
に
は
非
宿
主
作
物
を
選
択

す
る
。

　
２１
年
は
北
海
道
で
最
近
栽
培

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
作
物
で

も
土
壌
病
害
が
確
認
さ
れ
た
。

シ
ョ
ウ
ガ
は
空
知
地
方
を
中
心

に
栽
培
導
入
が
進
ん
で
い
る

が
、
根
茎
腐
敗
病
の
発
生
が
確

認
さ
れ
た
。

　
対
策
と
し
て
、
発
生
株
や
そ

「
持
ち
込
ま
な
い
」を
徹
底

す
る
「
出
す
く
み
」
、
出
穂
前

の
穂
が
食
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
「
傷
穂
」
、
稈
が
食
害
さ
れ

る
こ
と
に
よ
る
「
白
穂
」
な
ど

が
あ
る
。
生
育
初
期
に
加
害
さ

れ
る
と
分
げ
つ
数
が
激
増
し
、

無
効
茎
お
よ
び
遅
れ
穂
が
増
加

す
る
た
め
、
多
発
す
る
と
収
量

や
品
質
が
低
下
す
る
。

　
早
期
播
種
に
努
め
、
５
月
下

旬
か
ら
６
葉
期
ご
ろ
ま
で
２
～

３
回
の
薬
剤
の
茎
葉
散
布
を
実

施
す
る
。
春
季
が
高
温
に
な
る

と
発
生
が
早
ま
る
こ
と
か
ら
、

１
回
目
の
薬
剤
散
布
が
遅
れ
な

い
よ
う
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

幼虫が茎や穂を加
害（下間原図）

成虫

幼虫

（下間原図）
出すくみ・白穂茎芯枯れ 傷穂

時
期
を
逃
さ
ず
薬
剤
散
布

　２０２１年度に北海道病害虫防除所、道総研農業試験
場、各振興局農業改良普及センターなどが実施した
病害虫発生予察事業および試験研究の結果から、２２
年に特に注意を要する病害虫について紹介する。

　
赤
さ
び
病
は
高
温
多
照
の
気

象
条
件
で
多
発
し
や
す
く
、
こ
の
よ
う
な
気
象
条
件
と
な
っ
た

２１
年
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
一
部
地

域
、
空
知
お
よ
び
上
川
地
方
で

多
発
し
た
。
近
年
、
赤
さ
び
病

に
対
す
る
抵
抗
性
が
“
や
や

強
”
で
あ
る
「
き
た
ほ
な
み
」

で
発
生
が
目
立
っ
て
お
り
、
抵

抗
性
“
弱
”
品
種
に
準
じ
た
防

除
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。

　
上
位
葉
に
発
病
が
認
め
ら
れ

て
か
ら
の
防
除
で
は
十
分
な
効

果
が
得
ら
れ
な
い
た
め
、
発
病

が
懸
念
さ
れ
る
圃
場
で
は
、
止

葉
抽
出
か
ら
穂
ば
ら
み
期
お
よ

び
開
花
始
め
（
赤
か
び
病
と
の

同
時
防
除
が
可
能
）
の
合
計
２

回
の
薬
剤
散
布
が
必
要
で
あ

る
。

秋
ま
き
小
麦
の
赤
さ
び
病

６
月
中
旬
ま
で
症
状
が
認
め
ら

れ
る
の
が
特
徴（
佐
々
木
原
図
）

▲
赤
さ
び
病
の
病
斑
。
さ
び
色
を

し
た
斑
点
を
つ
く
る（
小
澤
原
図
）

▶
多
発
す
る
と
葉
が
枯
死（
小
澤
原
図
）
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小
澤
　徹

抵
抗
性
品
種
も
防
除
を 連作・輪作を避け適期播種

秋
ま
き
小
麦
の
萎
縮
病

野
菜
類
の
土
壌
病
害

春
ま
き
小
麦
の
ム
ギ
キ
モ
グ
リ
バ
エ

　
秋
ま
き
小
麦
の
萎
縮
病
は
近

年
発
生
地
域
が
徐
々
に
拡
大
す

る
傾
向
に
あ
る
。
本
病
は
土
壌

中
に
生
息
す
る
ポ
リ
ミ
キ
サ
・

グ
ラ
ミ
ニ
ス
と
い
う
微
生
物
が

媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
、
秋

季
に
小
麦
の
根
か
ら
ウ
イ
ル
ス

萎
縮
病
の
症
状（
佐
々
木
原
図
）

が
感
染
し
、
融

雪
以
降
に
葉
に

２０２２年


